
仙
台
集
会
は
仙
台
市
福
祉
プ

ラ
ザ
で
開
催
。

参
加
者
約
60
人
全
員
が
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
地
本
大
沼
委
員

長
は
「
二
度
と
惨
事
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
利
用
者
と
働

く
社
員
の
側
に
立
っ
た
安
全
対

策
や
会
社
施
策
を
求
め
て
い
く

た
め
、
支
社
内
の
事
故
に
つ
い

て
各
職
協
の
協
力
を
得
て
調
査
・

研
究
し
、
改
善
に
向
け
た
団
体

交
渉
を
実
施
し
て
き
た
。
会
社

の
言
う
『
究
極
の
安
全
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
だ
け
に
終
わ
ら
せ
な

い
よ
う
、
活
動
の
強
化
を
図
る
」

と
あ
い
さ
つ
。

職
場
報
告
と
し
て
、
電
気
協

議
会
か
ら
立
山
昭
仁
氏
は
、
昨

年
10
月
15
日
、
東
北
本
線
塩
釜

Ｓ
Ｐ
（
き
電
区
分
所
）
で
発
生

し
た
感
電
傷
害
事
故
の
問
題
点

に
つ
い
て
報
告
。

立
山
氏
は
、
「
会
社
は
事
故

の
原
因
と
し
て
『
開
け
て
は
な

ら
な
い
扉
を
開
け
た
。
ル
ー
ル

違
反
だ
』
と
し
て
感
電
し
た
本

人
に
責
任
を
押
し
付
け
て
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
危
険
な
設
備

を
放
置
し
、
教
育
の
不
足
、
そ

し
て
日
常
的
に
危
険
表
示
の
あ

る
扉
を
開
け
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。
」
と
し

会
社
の
対
策
を
批
判
。
そ
の
上

で
今
回
の
事
故
を
受
け
て
の
団

交
で
は
、
背
後
要
因
に
迫
り
、

危
険
な
設
備
の
改
修
な
ど
ハ
ー

ド
面
の
対
策
を
実
施
す
る
方
向

性
を
引
き
出
し
た
成
果
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

続
い
て
運
輸
協
議
会
か
ら
は

家
子
栄
悦
氏
が
、
昨
年
12
月
8

日
、
磐
越
東
線
小
野
新
町
駅
構

内
鬼
石
踏
切
で
発
生
し
た
、
車

両
入
換
に
伴
う
踏
切
無
遮
断
事

故
に
つ
い
て
報
告
。

こ
の
事
故
は
構
内
入
換
作
業

時
、
列
車
が
踏
切
を
通
過
す
る

た
め
踏
切
テ
コ
を
扱
い
踏
切
警

報
と
遮
断
降
下
を
さ
せ
る
の
が

遅
れ
た
た
め
、
結
果
的
に
無
遮

断
で
列
車
を
通
過
さ
せ
た
も
の
。

家
子
氏
は
、
「
組
合
は
個
人

へ
の
責
任
追
求
で
は
な
く
、
原

因
の
究
明
と
対
策
（
人
間
の
注

意
力
に
依
存
し
た
設
備
は
問
題

で
あ
り
、
改
良
が
必
要
）
が
必

要
だ
と
の
立
場
か
ら
支
社
と
交

渉
を
し
て
い
る
」
と
報
告
。

ま
た
設
備
の
ハ
ー
ド
面
対
策

（
設
備
改
修
等
）
と
し
て
、

「
警
報
テ
コ
を
扱
わ
な
い
と
鎖

錠
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
」

「
警
報
テ
コ
を
扱
う
と
ブ
ザ
ー

が
鳴
る
」
な
ど
の
改
善
を
求
め

て
い
る
が
、
会
社
は
人
的
改
善

と
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
し
か
実

施
し
て
お
ら
ず
、
対
策
の
不
備

を
明
ら
か
に
し
た
。

最
後
に
、
工
務
協
議
会
よ
り

佐
藤
勝
氏
が
昨
年
10
月
22
日
、

磐
越
西
線
翁
島
・
更
科
（
信
）

間
に
お
い
て
協
力
会
社
作
業
員

が
労
災
死
亡
し
た
事
象
に
つ
い

て
報
告
。
事
故
は
重
機
の
先
端

に
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
言
う
木
材
を

掴
む
装
置
を
取
り
付
け
、
木
材

を
移
動
さ
せ
る
作
業
を
し
て
い

る
最
中
に
発
生
。
グ
ラ
ッ
プ
ル

で
掴
ん
だ
木
材
が
他
の
木
材
に

接
触
し
、
接
触
し
た
木
材
が
作

業
員
に
衝
撃
し
死
亡
し
た
。

問
題
点
は
、
①
作
業
員
が
重

機
の
作
業
半
径
＋
木
材
の
長
さ

の
中
に
い
た
事
②
グ
ラ
ッ
プ
ル

作
業
は
特
異
な
作
業
で
あ
り
重

機
操
縦
者
の
訓
練
が
十
分
で
あ
っ

た
か
③
JR
が
安
全
問
題
で
協
力

会
社
に
ど
こ
ま
で
責
任
を
持
つ

か
の
3
点
。

団
交
に
お
い
て
会
社
は
①
に

つ
い
て
は
、
危
険
区
域
を
指
定

し
立
ち
入
る
場
合
は
重
機
の
エ

ン
ジ
ン
を
切
り
指
揮
者
の
指
示

に
よ
る
こ
と
。
②
に
つ
い
て
は
、

安
全
教
育
を
受
講
し
た
重
機
運

転
者
を
従
事
さ
せ
る
。
③
は
、

協
力
会
社
は
工
事
着
手
前
の
施

工
検
討
会
や
日
々
の
保
安
打
合

せ
票
、
災
害
防
止
協
議
会
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と

し
て
い
る
が
、
当
然
の
こ
と
で

あ
り
遅
き
に
失
し
た
と
言
え
る
。

協
力
会
社
が
対
策
を
明
示
し

て
も
実
行
さ
せ
な
け
れ
ば
「
絵

に
描
い
た
餅
」
。
JR
は
安
全
の

確
保
に
つ
い
て
下
請
け
・
孫
請

け
ま
で
責
任
を
持
つ
べ
き
と
追

及
し
た
と
報
告
し
た
。

ま
た
同
日
の
郡
山
ビ
ッ
ク
ア

イ
で
の
集
会
に
は
50
人
の
組
合

員
が
結
集
。

参
加
者
全
員
が
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
地
本
歌
川
副
委
員
長
が
、

開
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
地
本

安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

で
の
取
組
や
議
論
の
経
過
を
報

告
し
、
地
本
を
代
表
し
原
子
書

記
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

職
場
報
告
で
は
、
電
気
協
議

会
と
し
て
堀
切
彰
氏
が
東
北
本

線
塩
釜
Ｓ
Ｐ
で
発
生
し
た
感
電

傷
害
事
故
の
問
題
点
に
つ
い
て

報
告
し
、
ま
た
運
輸
協
議
会
と

し
て
加
藤
孝
一
氏
が
磐
越
東
線

小
野
新
町
駅
構
内
で
の
踏
切
無

遮
断
事
故
に
つ
い
て
報
告
を
し

た
（
内
容
に
つ
い
て
は
仙
台
集

会
と
同
様
）
。

続
い
て
福
島
県
支
部
放
射
線

対
策
委
員
会
小
檜
山
聡
対
策
委

員
長
（
工
務
協
議
会
事
務
長
）

は
、
放
射
能
汚
染
と
労
働
環
境

改
善
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
。

小
檜
山
氏
は
、
「
放
射
能
汚

染
の
環
境
下
、
会
社
に
使
用
者

責
任
を
果
た
す
よ
う
改
善
を
求

め
交
渉
を
重
ね
た
が
、
産
廃
問

題
で
は
国
労
の
指
摘
に
よ
り
一

部
前
進
が
あ
っ
た
が
、
除
染
や

線
量
測
定
、
被
曝
対
策
に
つ
い

て
は
再
三
の
追
及
に
も
全
く
応

え
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
仙
台

支
社
の
態
度
を
批
判
。

続
い
て
、
現
在
の
状
況
と
環

境
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
、
ま

た
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
詳

細
に
報
告
し
た
。

更
に
福
島
県
支
部
小
檜
山
広

幸
委
員
長
が
補
足
説
明
を
行
い

集
会
を
終
え
た
。
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4
・
5

第
40
回
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
及
び

第
31
回
各
支
部
業
務
部
長
合
同
会
議

4
・
12

第
52
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

4
・
12

婦
人
部
常
任
委
員
会

4
・
14

第
8
回
地
方
執
行
委
員
会

4
・
20-

21

福
祉
問
題
学
習
会
・
慰
労
会

4
・
21

団
交
（
総
合
車
セ
業
務
改
善
）

4
・
25

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
（
仙
台
・
郡
山
）

5
・
9

第
9
回
地
方
執
行
委
員
会

5
・
11

14
春
闘
総
括
会
議

5
・
15-

16

東
日
本
本
部
軟
式
野
球
大
会

5
・
17

地
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

地
方
本
部
は
4
月
25
日
、
仙
台
市
内
と
郡
山
市
内
に
お
い
て
、

「
安
全
問
題
を
検
証
す
る
日
」
と
し
て
集
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
9
年
前
の
05
年
4
月
25
日
に
発
生
し
た

JR
西
日
本
福
知
山
線
で
の
脱
線
転
覆
事
故
（
死
者
１
０
７
人
、

負
傷
者
５
６
２
人
）
及
び
、
同
年
12
月
の
JR
東
日
本
羽
越
線
で

の
脱
線
転
覆
事
故
、
翌
06
年
1
月
の
JR
西
日
本
伯
備
線
で
の
触

車
死
亡
事
故
な
ど
、
立
て
続
け
に
発
生
し
た
重
大
鉄
道
事
故
に

鑑
み
、
仙
台
支
社
内
で
発
生
し
た
運
転
事
故
・
労
災
事
故
等
に

つ
い
て
検
証
し
、
教
訓
化
す
る
た
め
に
06
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
も
の
。

電気協議会立山氏

運輸協議会家子氏

工務協議会佐藤氏

電気協議会堀切氏

運輸協議会加藤氏工務協議会小檜山氏

Ｎo . 2676
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地
方
本
部
は
4
月
20
〜
21
日
、

松
島
町
・
ホ
テ
ル
大
観
荘
に
お

い
て
「
福
祉
問
題
学
習
会
及
び

慰
労
会
」
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
14
年
度
と
15
年

度
の
退
職
予
定
者
の
う
ち
、
既

に
昨
年
参
加
し
た
対
象
者
を
除

い
た
16
人
が
参
加
し
、
退
職
後

の
諸
制
度
等
に
つ
い
て
学
習
し

た
。シ

ニ
ア
に
関
す
る
諸
制
度
と

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
関
連
、
ま

た
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
の
組

合
員
継
続
の
要
請
と
ア
ス
ベ
ス

ト
健
康
手
帳
取
得
な
ど
に
つ
い

て
原
子
書
記
長
が
一
括
し
て
説

明
を
行
な
っ
た
。

続
い
て
交
運
共
済
か
ら
は
、

東
北
支
所
仙
台
事
業
所
伊
賀
所

長
よ
り
60
歳
以
降
の
再
雇
用
者
・

退
職
者
の
各
種
共
済
利
用
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

更
に
鉄
道
退
職
者
の
会
仙
台

地
方
連
合
会
か
ら
は
沼
下
事
務

局
長
か
ら
積
極
的
な
加
入
の
要

請
が
あ
っ
た
。

第
二
部
の
慰
労
会
で
は
、
40

余
年
に
亘
る
鉄
道
人
生
で
苦
楽

を
共
に
し
た
仲
間
と
の
語
ら
い

が
尽
き
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

た
。

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
桜
井

勝
彦

○
長
谷
川
賢
一

○
佐
藤

武
志

○
瓜
生

保

○
鈴
木

博
文

○
菊
地

尚
一

○
土
棚

一
美

○
青
木

良
夫

○
今
野

一
郎

○
及
川

誠
助

○
伊
東

義
則

○
高
橋

和
彦

○
佐
藤

和
夫

○
遊
佐

貞
明

○
大
河
内

敏

○
佐
藤

博
通

国
労
東
北
自
動
車
支
部
は
、

昨
年
暮
れ
か
ら
機
関
紙
作
成
に

力
を
入
れ
、
こ
の
間
28
号
の
機

関
紙
を
発
行
し
て
い
る
。

そ
の
発
行
ペ
ー
ス
も
10
日
に

一
回
発
行
と
、
地
方
本
部
内
の

優
良
機
関
紙
で
あ
る
「
ろ
ば
た
」

や
「
郡
工
情
報
」
な
ど
と
肩
を

並
べ
る
ほ
ど
だ
。

発
行
責
任
者
で
あ
る
自
動
車

支
部
北
山
委
員
長
は
、
「
JR
バ

ス
東
北
は
、
過
酷
な
労
働
条
件

の
一
方
で
、
低
賃
金
に
押
さ
え

込
ま
れ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の

社
員
が
『
自
己
都
合
』
退
職
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
国
労
は

少
数
で
は
あ
る
が
、
手
当
を
始

め
と
し
た
労
働
条
件
を
変
更
さ

せ
た
実
績
も
あ
る
。
情
報
活
動

の
強
化
は
、
少
し
で
も
現
状
を

変
え
る
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た

め
の
手
段
」
と
話
し
、

更
に

「
今
春
闘
で
は
、
JR
バ
ス
東
北

発
足
以
来
初
め
て
賃
金
交
渉
を

行
う
こ
と
が
出
来
、
５
０
０
円

と
小
額
だ
が
有
額
回
答
が
出
さ

れ
た
。
一
方
で
、
夏
季
手
当
の

加
算
額
が
大
幅
ダ
ウ
ン
。
今
後

も
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め
て
奮

闘
す
る
」
と
決
意
を
示
し
た
。

な
お
、
東
北
自
動
車
支
部
の

情
報
は
、
国
労
東
日
本
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
地
方
本
部
」

↓
「
国
労
仙
台
地
本
」
で
他
の

情
報
と
あ
わ
せ
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
閲

覧
可
能
。
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国労運動を支え続けてきた先輩方

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
組
合
員
交
流
会

日
時

5
月
25
日
（
日
）
13
時
〜

会
場

仙
台
市
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

○
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

及
び
各
支
部
業
務
部
長
会
議

日
時

6
月
14
日
（
土
）
13
時
〜

会
場

地
方
本
部
会
議
室

○
地
本
組
織
対
策
会
議

日
時

6
月
15
日
（
日
）
13
時
〜

会
場

仙
台
市
・
自
治
労
会
館

○
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

日
時

6
月
21
日
（
土
）
13
時
〜

会
場

仙
台
市
青
葉
パ
ー
ク
ビ
ル
10
階

退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

佐
藤

廣
さ
ん

郡
工
車
体
科

（
Ｔ
Ｋ
Ｋ
郡
山
）

梅
宮

繁
さ
ん

郡
山
信
通
区

（
テ
ム
ズ
若
松
）

4
月
30
日
付

千
葉

正
彦
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）

斉
藤

洋
一
さ
ん

福
島
地
区
（
保
線
）

山
形

招
一
さ
ん

仙
台
保
線
区

○
エ
ル
ダ
ー
退
職

田
中

長
一
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
小
牛
田
）

長
田

努
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

佐
藤

家
輝
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
テ
ク
ノ
若
松
）

後
藤

恒
美
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
テ
ク
ノ
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

※
退
職
さ
れ
た
方
は
、
早

期
退
職
も
含
み
ま
す
。

4
月
25
日
朝
、
郡
山
工
場
支

部
は
、
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

の
北
門
で
、
新
規
採
用
者
歓
迎

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
と
分
会
役
員
5
人
が
、

「
熱
烈
歓
迎
！
入
社
お
め
で
と

う
！
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
国

労
加
入
案
内
等
の
チ
ラ
シ
配
布

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
新
規
採
用

者
の
み
な
さ
ん
は
笑
顔
で
チ
ラ

シ
等
を
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

【
橋
本
通
信
員
】チラシ配布行動の一コマ


